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簡単な分類の仕方
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境界線が分かれば、
簡単に分類できる！

境界線を求める

（境界線の上では両方の確率が同じ）

多次元の確率密度関数
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Class のデータの平均 ，相関行列 の場合、条件付き確率密度関数は
1C 1µ 1Σ

Class のデータの平均 ，相関行列 の場合、条件付き確率密度関数は
2C 2µ 2Σ

logarithm（対数）の復習
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対数表から求める

①，②より、 ならば、「 の軌跡は、

2つのクラス境界線」となる。これに を両辺にとると

境界線の求め方（1）
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のとき、 の項がなくなり、境界線は直線になる。21 Σ=Σ xx
T ⋅

境界線の求め方（2）
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これから、2つのクラスの問題について考える。

1C の平均と相関行列は 、 は 。11, Σµ
2C 22 , Σµ

データは d 次元のデータで、特色の数は d 。

ベイズの定理から境界線の式は以下の式で求められる。

)|( 1 xCP

)|( 2 xCP



境界線の求め方（3）
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elog を両辺にとると
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境界線の求め方（4）
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ここで、実際の数値を入れて計算してみる。ただし、 であるとする。
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境界線の求め方（5）
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この境界線は

楕円になる

境界線の求め方（6）
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中心

境界線の種類

• のとき、境界線は直線になる

• のとき、境界線は曲線（Conics）になる

– 円 （Circle）

– 楕円 （Ellipse）

– 放物線（Parabola）

– 双曲線（Hyperbola）
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21 Σ=Σ

21 Σ≠Σ

行列の積の復習
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曲線の基礎

•

– �円（ ），楕円

– �放物線

– �直線

• のとき、成立する
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課題

• Nishin2D-300.txt, Sanma2D-500.txtのデータ

の最初の200のデータを使って、境界線の式

を求めよ。（データを正規化する必要あり）

– つまり、 となる。

– を求める必要がある
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境界線の問題（例題）〔1〕
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このときの境界線の

式を求めてみよう！
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境界線の問題（例題）〔2〕
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